
将来ご自身の歯髄細胞を、再生医療
*に
使 うことができます

轡《憲酪に?? どうして

エナメル質

象牙質

鶴祠 一― ―

歯肉

歯槽骨 歯髄を取りだす

ところ

歯髄とは、歯のなかにあるやわらかい組織のことです。歯に栄養をあたえるflEl管や、

痛みを感じる神経が入つています。また、組織を作るもとになる細胞である「幹細胞」

も含まれています。

ど瘍議の 顆繊えるの?T

〆れ
歯髄細胞|よ、分裂する能力が高く、短い期間で

たくさん増やすことができます。

71B胞の数(× 104個 )

歯髄細胞|よ、骨や脂肪、神経などさまざまな

細胞に変身することができます。

|   では、病気やけがに備えて
皆様の歯髄細胞をお預かりしま九

なの??

骨髄細胞より

3～ 4倍

増えるよ!!

12 日間

いろんな細胞に

変身するよ !!

僻

10

乳 歯
(子どもの歯 )

智 歯
(親矢0らず)

その他
(矯正治療などで抜かなくては

いけない歯)

大人の歯 に生えかわるために抜ける手L歯や、治療のために抜 く必要のある親知 らずな

どの歯か ら歯髄を取 りだすことができます。

すべて抜歯による治療が必要と診断された歯に限ります (バンクのための抜歯は行いません)。

*再生医療とは、けがや病気でダメになった網織や臓73を、自分
の細胞を使つこ元逍1り の形やllむ|を 1句 ||る j浸 J¬市のスリス,です

ぐご
意
:

骨芽細胞 脂肪細胞 神経細胞


